は U 功にあ諒办<ださい。 

CE - PCK 1 パソコン連携キット 






このガイドでは、 CE-PCK1 を使ってザウルスとパソコン間でデータを送受信するための 
基本操作を簡潔に説明しています。 


G) 


USB 接続ド 
ライバーの 
インストール 


パソコン 


Q© ) 


ザウルス 

必要に応じて 
「 Power リンク」 
MORE ソフトをザウ 
ルスに読み込みまし 

CE -175 TU 


〇〇 〇〇〇〇〇 


S 


嫌 パソコン連携ソフトのインストール 
^ ザウルスデータのバックアップ 

# 

(§> 


シンクロナイズ 

送信箱/受信箱を使った 
データの 送受信 



準備するもの 

Windows 98 、 Windows Me が動作するパソコン ※ i 

• CPU : Pentium 150 MHz 相当以上 

(Pentium 300 MHz 相当以上を推奨） 

•メモリー: 32 MB 以上 （64 MB 以上を推奨） 

• ハードディスクに 40 MB 以上の空き容量 

• USB ポート 

• CD - R 〇 M ドライブ 

※1 Windows Me は、 USB 接続ケーフル、クレードル/ケーブル 
通信での通信に限り動作確認済みです。 

Windows 2000 Professional 日本語版でも動作確認済みです。 


ソフトウェア※ 2 

• Microsoft Outlook 2000または98、97 

• Microsoft Internet Explorer 4,0 75/5.5 または 
Netscape Communicator 4.0/4.5/4.6/4.7 

• Microsoft Access 2000または 97 

• Microsoft Outlook Express 4/5/5.5 または 
Eudora 4.3 -J * *^* 3 

※2 すべての機能を使う場合に必要です。 

※已 Outlook 以外のメールソフトを使用する場合に必要です。 

»詳しくは CE - PCK 1の取扱説明書やヘルプをご覧ください。 


このガイ ドでは、 USB 接続ケーブル CE -175 TU を使っ 
てザウルス MI - E 1 とパソコン間でデータの送受信を行う 
場合を中心に説明しています。 MI - E 1 以外のザウルスや 
接続（通信）方法が異なる場合は、操作も違ってきます。 
詳しくは CE - PCK 1 の取扱説明書をお読みください。 


® L / SS 接続ドライバーを 
インス トールしましよう 


USB 接続ケーブルを使ってザウルスとパソコン間で通信を 
行うには、パソコンに US 日接続ドライバーをインス|ル 
する必要があります。 

Q パソコンの取扱説明書を参照して、パソコンの us 日コ 
ネクターが使用可能な状態であることを確認してくださ 
い0 

g パソコンの電源を入れ、 Windows を起動します。 

• Windows 2000 Professional の場合は、 Admin - 
istrat ◦「権限を持つユーザー（通常、システム管理者 
と呼ばれます）がログオンしてインストール操作をす 
る必要があります。 


00L1 ① PRINTED IN CHINA 


D 付属のバソコン連携ソフト CD - ROM をドライブにセツ 
卜します。自動的にパソコン連携ソフトセットアップ画 
面が表示されます。 


びウルスと USB 対応パソ J ンを掇筠する fg に幺要な 
パソコン用のソフトウェアです 

-Ml P1.WJ P2.MI jV .MI-EIXVMI 3丨〇ヶお使いの力に必 g な 
ウル孑用のスフ/ドウ1 >です 

ザウルスとハ"Vコンとの曲でデ—；？ やりと〇ケりうための 
{■SSL- バソコン用のソフトウェアです 

mm h 職'^ 

一 ' - 

S - . . . ザウルスとパソコン上の Access2(KX) 

IKSIL . デ.-.夕の沃受*を巧うためのパソ j ン用のソフトウェアです 

.. 民 : JHSSi 

ULgJ へ-' 〆 …；^み卜ひ 

_ … ->1 


-クリックして、 
表示される内容 
をお読みくださ 
し、。読み終わつ 
たらメモ帳を終 
了します。 


• パソコン連携ソフトセットアップ画面が表示されな 
いときは… 

〇 6ページ「パソコン連携ソフトセットアップ画面 
が表示されないときは」参照 


£ J ザウルスの電源を切り、オプションポート16のカバー 
を開いて収納します。 

(0 CE -175 TU のコネクターをザウルスのオプ ショ ンポー 
卜16に挿入します。 















































Q CE -1 75 TU の コネクターを パソコンの USB コネクター 



Q ドライバーのインス!-ールウイザードが起動します。 
以下、使用している 0 S に合わせて操作します。 

• 操作の詳細および Windows 2000 Professional の 

場合は、 CE - PCK 1 の取扱説明書 （15 〜23ページ) 

をご覧ください。 


Windows 98の場合 


〇「新しい八ードウェアが検出されました。必要なソフト 
ウェアを探しています。」のメッセージを一時表示後、「次 
の新しいドライバを検索しています：」のメッセージ画面 
が表示されます。 

❷[次へ〉]ボタンをクリックして表示される画面で「使用中 
のデバイスに最適なドライバを検索する（推奨)」を選択 
後、 [次へ〉] ボタンをクリックします。 



•上の画面のように「検索場所の指定」のチェックボッ 
クスをクリックしてチェックを入れます。他のチェッ 
クボックスをクリックしてチェックを消します。 
©[参照]ボタンをクリックして、フオルダの参照画面で 
フオルダを指定します。 



• CD - ROM ドライブが 「 D 」 の場合、上の画面のように 
「 D :¥ D 「 ive 「 s ¥ Win 98」 を指定します。 「 D :」 の部分 


は、お使いのパソコンに合わせて変更してください。 

❹ [0 K ] ボタンをクリックして表示される画面で、ディレク 
トリを確言忍して[次へ〉]ボタンをクリックします。 

❺ 「 CE -175 TU Ver 1. x 新しい八ードウェアデバイスに必 
要なソフトウェアがインス!-ールされました。」のメッ 
セージ画面が表示されるまで、順次[次へ〉]ボタンをク 
リックします。途中でドライバがインス!ルされます。 
❻[完了]ボタンをクリックします。 


Windows Me の場合 


〇「新しい八ードウェアが検出されました。必要なソフト 
ウェアを探しています。」のメッセージを一時表示後、「新 
しい八ードウェアが見つかりました：」メッセージ画面が 
表示されます。 

❷「適切なドライバを自動的に検索する（推奨)」を選択し 
て、[次へ〉]ボタンをクリックします。 

• 「ほかのドライバの選択」画面が表示されたときは、ド 
ライバーを選択します。 

CD - ROM ドライブが 「 D 」 の場合、「場所」に 
「 D :¥ DRIVERS ¥ WINME ¥ SER 9 PL . INF 」 が表示され 
ている行の 「 CE -175 TU Verl . x 」 をクリックして選 
択します。 「 D 」 の部分は、お使いのパソコンに合わせ 
て変更してください。 

❸ [0 K ] ボタンをクリックします。 

「 CE -175 TU Ver 1. x 新しいハードウェアデバイスに必 
要な選択したソフトウェアがインストールされました。』 

のメッセージ画面で、[完了]ボタンをクリックします。 

• コンピュータの状態によっては、本ガイドに記載の画面が 
表示されない場合や、自動的にフォルダが選択され、イン 
ス I -ールが進行する場合があります。 




必要に応じて 「 Power リンク」 
MORE ソフトをザウルスに 
読み込みましよう 


MI - P 1/ MI - P 2 シリーズ、 MI-JK MI - EX 1、 MI -31 ◦では、 
「 Power リンク」 MORE ソフトをザウルスに読み込む必要が 
あります。読み込み方法など詳しくは CE - PCK 1 の取扱説明 
書 （25 ページ）をお読みください。 

USB 接続ケーブルを使ってザウルスとパソコンとの間で 
通信を行う場合は、以下のことに注意してください。 

• 通信の途中でザウルスの電池が消耗すると、データが 
消失する場合があります。 通信を行うときは、必ずザ 
ウルスに AC アダプターを接続するか、新しい乾電池 
と交換してださい。 

• 通信中は CE -1 75 TU のコネクターを抜かないでくだ 
さい。データが消失したり、故障の原因となることが 


あります。 





































/Si パソコン連携ソフトを 
\S/ インストールしましょう 


パソコンとザウルス間でデータの送受信を行うには、以下 
のソフトウェアのインス I ルが必要です。 

• パソコン連携ソフト 


次に示す表の「以下のソフトがパソコンにインスト ー ル 
されていると」欄のソフトがパソコンにインスト ー ルさ 
れていると、付属の CD - ROM からパソコン連携ソフト 
の機能がインストールできます。 

【インス I ルに必要なソフトウェア】 


以下のソフトがパソコンに CD - ROM から以下の機能やソ 
インス I ^ールされているとフトがインストールされます 


Microsoft Outlook 2000 
または Outlook 98、 
Outlook 97 

Microsoft Internet 
Explorer 4.0/5 /5.5 または 
Netscape Communicator 
4.0/4.5/4.6/4.7 


ザウルスノ V ° ワーコネクシヨンのシ 
ンク□ナイズ機能 
(ステップ^) 参照） 

ザウ J レスノ V ° ワーコネクシヨンの 
ホー厶ぺージクリツプユーティリ 
テイー機能 


※ザウルスノてワーコネクションのデータ転送機能やバック 
アップ/リストア機能は' 標準でインス!-ールされま 
す。 

※ CD-ROM からインストールされるソフトウェアおよび 
機能について詳しくは、 CE - PCK 1 取扱説明書の30 
ページをご覧ください。 

Q 付属の CD - ROM をドライブにセットしてパソコン連携 

ソフトセットアップ画面を表示します。 

ステップ® の g ) を参照ください。 

(Q [ザウルスパワーコネクションをパソコンにインスト ー 

J レ]ボタンをクリックします。 

籲インストールが始まります。画面の表示内容に従っ 
て操作してください。 

♦インス I ルが正常に終了すると「3.インストール 
終了」画面が表示されます。 

「3■インストール終了」画面が表示されないときは… 

GD 6ページ「インストールが正常に終了しなかったと 
きは」参照 

0 メッセージを確認後キーを押してください。 

Windows が再起動します。 

再起動後、以下に示すようにパソコンの画面（デスク 

トップ）に4つのアイコン、画面右下のタスクバーに 

アイコンが表示されていることを確認してください。 


デスクトップ 


タスクバー 


^ m m -03 


す觀す 彻雖箱 伽 纖 ホ游シ'、 

ユーティリティ 


■.一 接続待機状態 


※ホームページクリ ッ プユ— ティ リ ティ—がインス ト—ルされ 
なかつた場合は、表示されません。 


® ザウルスのデータを 
バ"ツクアップしましょう 


これ以降の説明でノ v ° ソコンとザウルス間のシンク □ナイ ズや 
データの送受信を行う前に、念のためザウルス本体内のデ ー 
夕のノ（ックアップを行います。 

• ザウルスに登録されているデータの件数や MORE ソ 
フトの数、サイズによっては、バックアップの完了ま 
でに時間がかかることがあります。 


• 別売のコンパクトフラッシュメモリーカードを用意して、 
ザウルス本体メモリーの内容をメモリーカ ー ドにバック 
アップすると、短時間でバックアップできます。使用方 
法ついてはザウルスの取扱説明書の「バックアップ/リ 
ストアとカード複製」の章を参照ください。 

〇 パソコン画面上のサ^アイコンをダブルクリック 
します。 コネクション 


「ザウルスパワーコネクション」のメイン画面が表示され 
ます。 


通 fsm 始印こ自助的に実行すにヲ 


7ークをつけてください 


0 

シンクロナイズは） 


r ファイル自助転送 （ F > 


メール転送(霣） 


な供•眩にチ！シクマ-クかついてい 5) と、汍撕 T まで(こ东沛 8 视獅侧ますので.、抛， to : 讨しておい 
「アイ: D をタブル勿?ク U ： 時；!:奴プ〇 '•ラ画面を © 

_自你酎倉¢ 1 詳組 I 陡 < L ) 」 丨 0 K 


メイン画面 

• _ボタンをクリックすると、メイン画面が閉じます 
が' ここでは' IM 3 ボタンをクリックしないでください。 


@ I ■ザウルス通信」メニューの「バックアップ」を選択し 
ます。 





保存す純所沿 

1 t 5 l Backup 


ファイル名 ( M ): 




1 保存迄） | 

ファイルの 種類 ( P : 

|ナウルスハ''ヮクアッフウ7イル (*. ZPF ) 

二 j キャンセ：ル| 


r ファイルを卩ックす§ 
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①会議開催案内の 
メール 内容を 
Outlook の予定 
表に 予定 A とし 
て登録 




②出先でアク 
シヨンリス 

卜に 用件巳 

を書き込む 


③出先で アド 

レス C を変 

更する 


【ビジネスシーンの例】 

オフィスのデスクではパソコン上の Outlook を使つて情報を 
管理し、一方外出の際は、ザウルスを使って情報を管理する 
場合を考えます。パソコン側、ザウルス側でそれぞれの状況 
の中で情報を入力あるいは変更、修正の機会が発生します。 
たとえば… 

〇会議開催の案内がメールでパソコンに届いたので、その 
内容を Outlook の「予定表」に登録します。 

©外出先で新たな用件が発生したのでザウルスの「アク 
ションリスト」に書き込みます。 

❸外出先でお客様の所属の変更を知り、ザウルスの「アド 
レス帳」を変更します。 

これらの登録や書き込み、変更をパソコンとザウルス間で一 
致させておく必要があります。シンクロナイズ機能を使うと 
漏れや記載ミスもなく、簡単に更新できます。 

シンク□ナイズの流れの例 


シンクロナイズ実行の前に 


• シンクロナイズを行う前には念のため、ザウルス側、 
パソコン側共にデータのノ〈ックアップを取つておい 
てください。（本ガイドのザウルスのデータを 
バックアップしよう」および Outlook のヘルプを参 
照してください。） 

• ザウルスとパソコンの日付けと時刻を必ず合わせて 
からお使いください。 

• ザウルスパワーコネクションが正常にインストール 
された直後は、以降 ( こ記載の操作で自動的にシンク 
□ナイズを行う状態に設定されています。 

設定状態を変えたいときは… 

CD 6ページ「自動通信する項目を変えるときは」参照 



g [保存]をクリックします。 

•[保存]をクリックする前にバックアップ先のフオル 
ダやファイル名前の指定をすることもできます。 

Q MI - E 1 では、ザウルスの 

PC リンクスタートキーを約 PC リンク 
2秒以上押します。 スタ—卜干— 

• MI-CK MI - P 10 では' 

ザウルスのインデックス 
画面の 「 PC リンク」アイコンにタッチし、[すぐに 
接続]アイコンにタッチします。 

♦ MI - P 1/ MI - P 2 シリーズ、 Ml - Jl 、 MI - EX 1、 

MI -310 では、 「 Power リンク」 MORE ソフトを起 
動し、[実行]にタッチします。 

「バックアップ中！」と表示され、バックアップが開始 
されます。 

• 「バックアップ中！」が表示されなかったときは… 
C 2 6 ページ「バックアップについて」参照 
^ バックアップが終了すると、「バックアップが終了しま 
した」のメッセージが表示されますので、 I 1 U ボタン 
をクリックします。 

• 手順 〇 で「ザウルスパワーコネクション」アイコンを 
ダブルクリックせずに、ザウルス側で pc リンク 
( Power リンク）の実行開始操作を行ったとき、初回の 
みザウルスパワーコネクションのメイン画面が表示され 
ます（このときは、[実行]ボタンをクリックしてくださ 
し、)。2回目以降は、メイン画面は表示されないで、 
チェックマークの付いている通信機能がすぐに動作しま 
す0 



シンクロナイズ機能について 


ザウルスとパソコン上の Outlook の以下の各データの更新日 
時をチェックして自動的に最新のものに更新する機能です。 

ザウルス側の機能シンクロナイズ〇 utlook 側の機能 


通常スケジュール 
期間スケジュール 
アクションリスト 
アドレス帳 


予定表 

仕事 

連絡先 


シンクロナイズをするたびに、前回のシンクロナイズ後に追 
加.修正.削除したデータを自動的に更新しますので' 効率 
良くザウルスと Outlook のデータの共有が実現できます。 



予定 A n => 「通常スケジュール」へ 

「仕事」へ <=□ 用件巳 
「連絡先」へ <^コ アドレス C 


でクにれ 
ズッのさ 
イエも新 
>チい M - 
□をしに 
ク日新的 
ン新て動 
シ更し自る 





ナとを 
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ク n 内 
ンソのる 
シパスせ 
のでルさ 
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PC リンク 
スタートキー 


シンクロナイズの実行 


Q MI - E 1 では、ザウルスの PC 
リンクス タートキーを 約2秒 
以上押します。 


1 他のザウルスでは 、 PC U 
ンク （ Power リンク）の実行開始操作を行います。 
(⑧の 〇 参照） 



•フォトメモリー ( GIF / JPEG 形式の画像データ）など 
のデータが送受信できます。詳しくは、 CE - PCK 1 取 
扱説明書の51ページの説明を参照してください。 

• ザウルスパワーコネクションが正常にインス|-ールさ 
れた直後は、以降に記載の操作で各送信箱/受信箱の 
内容が自動的に転送するように設定されています。 


シンクロナイズが開始されます。データ件数が多いと 〇 パソコンの各種ファイルをザウルス送信箱アイコンへ 

きは、終了するまでに時間がかります。 ドラツグアンドドロップします。 


• 「シンクロナイズ情報初期化」の画面が表示されたとき 
は、通常上から3番目のラジオボタンをクリックして 
選択し、 EH ボタンをクリックします。 

• 「エラーと警告」画面が表示されたときは、 

ボタンをクリックします。 

M シンクロナイズが終了すると 、 「Enterprise Harmony 
‘99」の画面が閉じます。 


• これでパソコン側、ザウルス側の双方にシンク□ナイ 
ズ情報が作られ、次回からはこの情報をもとにしてス 
ピーデイーにシンクロナイズが行われます。 


® データを 自動的に送受信 
しましよう 


) 义ソコン側のザウルス送信箱/受信箱およびザウルス側の PC 
送信箱/ PC 受信箱を利用すると、ザウルス側で PC リンク 
(Power リンク）の実行開始操作で自動的にデータを送受信 
させることができます。 

• MI-P1/MI-P2 シリーズ、 MI-JK MI-EXK Ml- 310 で 
は、 PC 送信箱/ PC 受信箱の機能はありません。 


【パソコン側】 

囡固囵 

ドラッグ 

アンド 

ドロップ 

ザウルス送信箱 


サ''ウルス受信箱 



【ザウルス側】 

回固データを登録 

r?— 3 -Q- 

LZI^ 

pc 送信箱 


pc リンク 

( Power 1 」 
ンク）実行 
開始操作 


ザウルス送信箱' 

回固 


PC 送信箱 



• ザウルスへ送信できない種類のバソコン上のファイ 
ルをザウルス送信箱にドラッグすると、マウスカー 
ソルが「〇」で表示されます。 

♦選択した複数のファイルの中に、ザウルスへ送信で 
きないファイルが含まれていると、ドラッグアンド 
ドロップすることはできません。 

0 ザウルス側でパソコンに受信したい各種ファイルを PC 

送信箱へ登録します。 

たとえば、フォトメモリーの画像を PC 送信箱に登録 

するには、次のように操作します。 

① フォトメモリーの画面を開き、パソコンに送りたい 
画像を表爪します。 

② 画面左上の [^才トメモリ- ▼! にタッチし、メ 
ニュー内の 「 pc 送信箱に入れる」にタッチします。 

0 MI - E 1 では、ザウルスの PC リンクスタートキーを約 

2秒以上押すと、自動的に転送されます。 


•他のザウルスでは、 PC リンク （Power U ンク）の 
実行開始操作を行います。 （( g ) の 〇 参照） 

_ メイン画面の設定を変更していなければ、先にシン 
ク□ナイズが実行され、続いてファイル自動転送が 
実行されます。 

〇 送受信終了後の確認画面で1113ポタンをクリックしま 
す。ザウルス側で通信が終了しないときは、「ザウルス 
通信」メニューの「接続終了」を選択します。 
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gl ザウルス受信箱をダブルクリックすると、ザウルスから 
受信したファイルが表示されます。 




_バックアップしたデータをザウルスに戻す（リスト 
ア）必要が生じた場合は、ザウルスパワーコネクショ 
ンのヘルプの「9.2リストア」を参照してください。 


自動通信する項目を変えるときは 


Q パソコン画面上のアイコンをダブルクリック 
して、「ザウルスパワーコネクション」のメイン画面を 
表示します。 


必要に応じて、ザウルス受信箱から他のフォルダに 
データを移動します。 


Q MI - E 1 では、ザウルスの 臨令ス1 キーを押して「データ 


通信」画面を表示させ、 


: I C 受信箱 


アイコンにタッチするこ 


とにより、ザウルス側で受信したデータを確認できます。 


(ただし、データの種類によっては、 「 PC 受信箱」に登 
録されないデータもあります。） 

ザウルス側では、受信データに対応する機能を使って、 
受信したデータを確認することもできます。この例の場 
合、ザウルスで受信した画像データは、フオトメモリー 
に入ります。 


以降は補足説明です。このガイドで記載の内容どおりに動作 
しなかったときなどに参照してください。 


パソコン連携ソフトセットアップ画面が表示されないときは 


以下の操作を行ってください。 

① [スタート]ボタンをクリックし、「ファイル名を指 
定して実行...」をクリックします。 

② [参照]ボタンをクリックして「ファイルの参照」ダ 
イア□グボックスから 「( CD - ROM ドライブ名):(例 
D :)」 内の 「 lnstall . exe 」 を選択して[開く]ボタン 
をクリックします。 

③ [0 K ] ボタンをクリックします。 


インストールが正常に終了しなかつたときは 


• ポートの検出に失敗した旨のメッセージが表示されて 
いるときは、 CE - PCK 1 の取扱説明書の「トラブル 
シューティング」 （76 ページ）をお読みください。 


八“ックアップについて 


• 「バックアップ中！」が表示されないときは、バソコ 
ンとザウルスが正しく通信できる状態になつていない 
ことを意味します。 

CE - PCK 1 の取扱説明書の「トラブルシューティン 
グ」 （76 ページ）をお読みください。 


@ 実行したい機能にチェックマーク N 0を付け、実行 
したくない機能のチェックマーク （ v /) は外します。 


ナウルス親©ヘル增 


-J 


iamra 始特に自劫的に実行する抵能にチ x ックマークをつけてください 


チ互 ■ 


令 a 

广 ァイル自肋 e 送 ( E ) (「>ール転送(里> 


麟湖 


能にもックマ'•如ついていが:、谢 i 鉍 7 * 奸に余分； 5 的間跡！ ( W ます®で、あらか WWJ すしておい 

* アイコン紗ブ;吻ッりした的； l ウスプ a -發隨棚く <£) 

S _( f の詳細設定 qj I 厂 0 K 


] 


メイン画面 

ザウルス側の PCU ンク （ Power リンク）の実行 
の 0 参照）で、チェックマークの付いた機能が自動的 
に実行される 

@ [自動通信の詳細設定]ポタンをクリックします。 

チェックマークの付いたものが自動的にシンクロナイズ 

wmmmE 

測切」 


' 7 ドレス傾 <&) | Microsoft Out look 97,98 8 2000 


卩. 


:ゲ為 [Microsoft 011110 ok 97.98 fi 2000 jJ 


J 


シ 3 ンリスト. QP (Microsoft Outlook 97.98 & 2000 | 


f 17 卞ゥ ル; 

[ 17 j 。 慰 
メ-ル転送 


• ifo * 

|ルス送信箱- 


PC 到重箱仙 
娜害箱—ザウルス受 fffi 秘 


f|Micrc 


osoft Outlook 97.98 S 2000 




r シン如ナイス v トル ii 送実行時、シ>如ナイ z ' w - ft 赶逻 f«s 轵刀期 f ヒする 

厂 厂 厂 厂 

自肋迦言與 m 金 

f ? 擷鈦林了 t © 必 r I クスブ d - ラ画面を表示する ( m ) 




1$ メ B-di テ-.5を?描として H います。力-刚メモリ -® テ'-始シ 


L 


使用するメールソフトを選択 
チェックマークの付いた送信箱の内容が自動的に受信箱に転送 


gl 自動転送する項目にチェックマーク（ V )を付け、[閉 
じる]ボタンをクリックします。 

メイン画面で IlM ：|| ポタンをクリックします。 


正しく通信ができないときは 


CE - PCK 1 取扱説明書の76ページの「トラブルシュー 
ティング」を参照してください。 
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